（様式⑨）
令和　　年度　モニタリング結果報告書
１
１　活動の目標等
	タイプ名
	

	目標
	目標林型
	

	
	数値目標
	

	モニタリング調査方法
	


　　①タイプ名、目標、モニタリング調査方法は、活動計画書の「７」の内容を転記して下さい。また、林野庁作成の「モニタリング調査のガイドライン」も参考にして下さい。
　　②数値目標は、初回調査実施後に定めていただいても結構です。
　　③数値目標は、３年目終了時に達成すべき内容を記載します。目標を達成できなかった場合には、森林の多面的機能の発揮を図る本事業の目的から問題ではないかと指摘される恐れがあります。このため、原則として、3年後に100％達成していただくことを想定しています。
　　④数値目標等は、合理的な理由を機構に示して承諾が得られれば、変更することができます。次のケースに該当する時は、早めに機構へご相談ください。
例１：活動計画量に無理があった。

例２：目標設定値に齟齬があった。

例３：気象害等のために、３年後に目標達成が見込めない。

例４：鳥獣被害が予想外にひどい。

例５：病虫害による立ち枯れが発生。

例６：安全確保上の問題が生じた。

２　活動実施前の標準地の状況（令和　年度）　　　　　　　　　　　【初回調査の結果】　　　　　　　
	標準地の
状況を記載
	

	標準地の
写真
	


３　活動計画１年目の標準地の状況（令和　年度）　　　　

	標準地の
状況を記載
	

	標準地の
写真
	

	目標達成度
	

	次年度に向けた改善策
	


４　活動計画２年目の標準地の状況（令和　年度）　　　　　　　
	標準地の
状況を記載
	

	標準地の
写真
	

	目標達成度
	

	次年度に向けた改善策
	


５　活動計画３年目の標準地の状況（令和　年度）　　　　　　　　
	標準地の
状況を記載
	

	標準地の
写真
	

	目標達成度
	


（注）目標の設定及び標準地の状況の記載については、別に定めるガイドラインを参考とすること。

（様式⑨）
令和５年度　モニタリング結果報告書
１　活動の目標等
	タイプ名
	地域環境保全タイプ（侵入竹除去・竹林整備）

	目標
	目標林型
	景観の美しい竹林（モウソウチク）

	
	数値目標
	竹の本数を100㎡あたり60本（平均直径9cm）にする。

	モニタリング調査方法
	10m×10mの方形調査区を設置して、立竹の本数を数える。


　　①タイプ名、目標、モニタリング調査方法は、活動計画書の「７」の内容を転記して下さい。また、林野庁作成の「モニタリング調査のガイドライン」も参考にして下さい。
　　②数値目標は、初回調査実施後に定めていただいても結構です。
　　③数値目標は、３年目終了時に達成すべき内容を記載します。目標を達成できなかった場合には、森林の多面的機能の発揮を図る本事業の目的から問題ではないかと指摘される恐れがあります。このため、原則として、3年後に100％達成していただくことを想定しています。
　　④数値目標等は、合理的な理由を機構に示して承諾が得られれば、変更することができます。次のケースに該当する時は、早めに機構へご相談ください。
例１：活動計画量に無理があった。

例２：目標設定値に齟齬があった。

例３：気象害等のために、３年後に目標達成が見込めない。

例４：鳥獣被害が予想外にひどい。

例５：病虫害による立ち枯れが発生。

例６：安全確保上の問題が生じた。

　　
２　活動実施前の標準地の状況（令和４年度）　　　　　　　　　　　【初回調査の結果】　　　　　　　
	標準地の
状況を記載

	竹の種類：モウソウチク
100㎡当たりの竹の本数：100本
竹の平均直径：9cm
（調査日：令和４年9月1日。調査票別添。）
※初回調査は、1年目の交付金の活動を開始する前に実施して下さい。

	標準地の
写真
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※初回調査を実施した時の調査区の写真を撮影して貼り付けて下さい。


３　活動計画１年目の標準地の状況（令和４年度）　　　　

	標準地の
状況を記載

	竹の種類：モウソウチク
100㎡当たりの竹の本数：80本
竹の平均直径：9cm
（調査日：令和５年2月1日。調査票別添。）
※1年目の活動が終わった時点の調査結果を記載して下さい。
※初回調査と比較して、活動の成果を数値で示すことを意識して下さい。

	標準地の
写真
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※1年目の年次調査を実施した時の調査区の写真を撮影して貼り付け。

	目標達成度
	目標達成率＝（年次調査結果－初回調査結果）÷（数値目標－初回調査結果）×１００％
＝（80－100）÷（60－100）×１００％

＝50.0％
春に再生する竹を想定して多めに伐採した。現地は平坦地であり、多めに伐採しても倒伏の危険は少ないと判断した。
※目標達成度は、数値で示していただきます。原則として、数値目標、初
回調査結果、年次調査結果から目標達成率を算出し、達成度を考察して
下さい。

	次年度に向けた改善策
	2年目の活動終了時の成立本数を70本とすることを目標に、年齢別の本数が均等になるように伐採を進める。春に再生する竹も含めて改めて本数と直径を調査し、必要に応じて数値目標を見直す。
※ここは、年次調査結果と目標達成度を踏まえて、次年度に改善すべき事項を具体的に記載して下さい。


４　活動計画２年目の標準地の状況（令和５年度）　　　　　　　
	標準地の
状況を記載

	竹の種類：モウソウチク
100㎡当たりの竹の本数：70本
竹の平均直径：9cm
（調査日：令和６年2月1日。調査票別添。）
※２年目の活動が終わった時点の調査結果を記載して下さい。
※初回調査と比較して、活動の成果を数値で示すことを意識して下さい。

	標準地の
写真
	
※２年目の年次調査を実施した時の調査区の写真を撮影して貼り付け。

	目標達成度
	目標達成率＝（年次調査結果－初回調査結果）÷（数値目標－初回調査結果）×１００％
＝（70－100）÷（60－100）

＝75.0％
計画通り順調に作業が進捗し、今年度の目標値を達成できた。
※目標達成度は、数値で示していただきます。原則として、数値目標、初
回調査結果、年次調査結果から目標達成率を算出し、達成度を考察して
下さい。

	次年度に向けた改善策
	3年目の活動終了時の成立本数を60本とすることを目標に、年齢別の本数が均等になるように伐採を進める。春に再生する竹も含めて改めて本数と直径を調査し、必要に応じて数値目標を見直す。
※ここは、年次調査結果と、目標達成度を踏まえて、次年度に改善すべき事項を記載して下さい。


５　活動計画３年目の標準地の状況（令和６年度）
　　※活動２年目と同じ要領で記載して下さい（詳細略）。
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